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ⒸTokyo2020

　府中市は、東京2020オリンピック自
転車競技ロードレースの開催地・７人
制ラグビー  （日本）の事前キャンプ地
です。また、  （オーストリア）と  （オー
ストラリア）のホストタウンです。

東京2020オリンピック

 開催まで 367日
東京2020パラリンピック

 開催まで 399日 開

東

 

※ホストタウンは、国の事業です。

▲ 府中産の黒米を使った
ステーキカレー

府中市マスコットキャラクター ふちゅこま

広報ふちゅうに掲載している記事（ひろ
ば、官公庁を除く）は、市、または各施設の
ホームページにも掲載しています。

▲ 

府
中
農
産
物
直
売
所

マ
ッ
プ

〇地元農産物の消費の拡大に伴う地域産業の活性化
〇安全で新鮮な食材による食への安心感
〇食育の推進や環境保護への寄与

生物多様性生物多様性につながる地産地消

府中産の野菜などが味わえます

地産地消のメリット地産地消のメリット

　市では、地産地消を推進す
る取組の１つとして、旧府中
グリーンプラザ分館１階に、
府中特産品直売所を開設し
ています。市内生産者の組合
が運営する共同直売所で、安
全で新鮮な府中産の農産物を日々市民の皆
さんにお届けしていますので、ぜひ、お越し
ください。
▽営業時間　午後１時～５時／水・土・日曜
日、祝日を除く／７・８月は土曜日も営業
※そのほかの直売所の情報は、各文化セン
ターなどで配布している「府中農産物直売
所マップ」をご確認ください。

　郷土の森観光物産館には、市内の農家の方が育てた野菜や果物の直売所、
食事が楽しめるレストランがあります。
　８月１日（土）から、郷土の森観光物産館のレストランが「ことみ食堂」と
してリニューアルオープンします。府中産の
季節の野菜などを使ったメニューを用意し
て、皆さんをお待ちしています。ぜひ、ご利用く
ださい。
　問合せは、観光プロモーション課事業推進
係（３３５・４０９５）へ。
▽営業時間　午前10時～午後４時半（土・日曜
日、祝日は午後５時半まで／休館日を除く／ラ
ストオーダーは営業終了時間30分前）

　生物多様性とは、「多様な種類の生き物が関わりながら、様々な環境に合
わせて生活している」ことを言います。
　地産地消は、都市農業を維持する取組でもあり、環境保全・生物多様性を
支える観点でも重要な役割を担っています。
　市内で採れた農産物を食べることで、農地などを守り、府中の特産品であ
る、まくわうりの育成や、それらを育てることに必要な微生物、昆虫などが
集まり、地域の生態系を守ることにつながります。
　問合せは、環境政策課自然保護係（３３５・４３１５）へ。

　地産地消とは、地域で生産したものを地域で消費する取組です。　地産地消とは、地域で生産したものを地域で消費する取組です。
　市では、市民が継続的に安全で新鮮な府中産の農産物を簡単に手に　市では、市民が継続的に安全で新鮮な府中産の農産物を簡単に手に
入れることができるよう、環境の整備を進めています。入れることができるよう、環境の整備を進めています。
　問合せは、産業振興課農政係（３３５・４１４３）へ。　問合せは、産業振興課農政係（３３５・４１４３）へ。

安全安全でで新鮮新鮮なな府中産府中産のの農産物農産物
地産地消地産地消をを推進推進

生産者生産者とと消費者消費者をを結ぶ結ぶ
府中特産品直売所府中特産品直売所

８８月月１１日日（土）（土）オープンオープン

「「ことみ食堂ことみ食堂」」をご利用くださいをご利用ください
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委
員
を
委
嘱

総
合
計
画
審
議
会

　

４
月
10
日
付
け
で
、次
の
方
々

に
総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
委
嘱

し
ま
し
た
。任
期
は
２
年
で
す
。

　

問
合
せ
は
、政
策
課（
３
３
５
・

４
０
１
０
）へ
。（50

音
順
・
敬
称
略
）

■
総
合
計
画
審
議
会
委
員

※
◎
は
会
長
、○
は
副
会
長
で
す
。

【
市
議
会
議
員
】

▽
赤
野
秀
二（
住
吉
町
）

▽
奥
村
さ
ち
子（
北
山
町
）

▽
佐
藤
新
悟（
是
政
）

▽
奈
良
﨑
久
和（
西
原
町
）

▽
に
し
み
や
幸
一（
朝
日
町
）

▽
前
川
浩
子（
若
松
町
）

令
和
３
年
度
の

提
案
を
募
集

■
市
民
提
案
型
協
働
事
業

▽
対
象 

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ

る
、構
成
員
が
５
人
以
上
の
団
体

▽
補
助
内
容　

補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
で
、50

万
円
を
限
度

■
行
政
提
案
型
協
働
事
業

▽
対
象 

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ

る
、ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い

る
、構
成
員
が
５
人
以
上
の
団
体

▽
事
業
経
費　

担
当
課
と
協
議
の

募
集
し
ま
す

協
働
事
業
提
案
制
度

　

市
で
は
、市
民
と
の
協
働
で
実
施
す
る
事
業
の
提
案
を
求
め
る
協
働

事
業
提
案
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

協
働
事
業
提
案
制
度
に
は
、市
民
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
提
案
を
募

集
す
る「
市
民
提
案
型
協
働
事
業
」と
、市
が
課
題
と
し
て
掲
げ
る
テ
ー

マ
に
対
す
る
提
案
を
募
集
す
る「
行
政
提
案
型
協
働
事
業
」が
あ
り
ま

す
。

　

問
合
せ
は
、協
働
推
進
課
協
働
推
進
係（
３
３
５
・
４
４
１
４
）へ
。

う
え
決
定

◆　

共
通
項
目　

◆

▽
事
業
実
施
期
間　

令
和
３
年
４

月
か
ら
令
和
４
年
３
月

▽
内
容 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
観
点
か
ら
、具
体
的
な
効
果
や

成
果
が
期
待
で
き
る
事
業

※
10
月
２
日（
金
）に
開
催
す
る
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
審

査
に
よ
り
、事
業
を
決
定
し
ま
す
。

▽
募
集
要
領　

８
月
20
日（
木
）ま

で
、市
民
活
動
セ
ン

タ
ー「
プ
ラ
ッ
ツ
」、府

中
駅
北
第
２
庁
舎
３
階
協
働
推
進

課
で
配
布
／
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

募
集
し
ま
す

市
非
常
勤
職
員（
月
額
制

会
計
年
度
任
用
職
員
）

支
援
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
義
援
金

募
集
し
ま
す

交
通
安
全
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

お
知
ら
せ
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

支
援

郵
送
で
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

▽
申
込
み 

８
月
20
日（
木
）ま
で

に
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
プ
ラ
ッ
ツ
」（
３

１
９
・
９
７
０
３
）に
事
前
相
談
の

う
え
、決
め
ら
れ
た
用
紙（
募
集
要

領
に
添
付
）で
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
プ

ラ
ッ
ツ
」へ

▽
増
山
あ
す
か（
白
糸
台
）

【
教
育
委
員
会
委
員
】

▽
新
島　

香（
是
政
）

【
農
業
委
員
会
委
員
】

▽
石
阪　

脩（
分
梅
町
）

【
公
共
的
団
体
の
役
員
】

▽
伊
藤
敏
春（
府
中
市
社
会
福
祉

協
議
会
）

▽
落
合
法
子（
府
中
市
立
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

▽
小
島
壽
一
郎（
府
中
市
体
育
協

会
）

▽
志
水
清
隆（
府
中
市
自
治
会
連

合
会
）

▽
長
崎
益
治（
連
合
三
多
摩
）

▽
中
村
洋
子（
府
中
市
芸
術
文
化

協
会
）

▽
濱
中
重
美（
む
さ
し
府
中
商
工

会
議
所
）

▽
平
田
嘉
史（
む
さ
し
府
中
青
年

会
議
所
）

▽
峯　

佳
毅（
府
中
市
医
師
会
）

▽
森
本　

憲（
府
中
観
光
協
会
）

▽
吉
田
征
予（
府
中
市
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
）

【
学
識
経
験
者
】

▽
金
子　

憲（
東
京
都
立
大
学
）

▽
小
山
有
彦（
東
京
都
議
会
議
員
）

▽
中
島
正
裕（
東
京
農
工
大
学
）

◎
藤
江
昌
嗣（
明
治
大
学
）

▽
吉
田
ゆ
り
子（
東
京
外
国
語
大

学
）

○
和
田
光
一（
創
価
大
学
）

【
公
募
市
民
】

▽
上
野
和
憲（
西
原
町
）

▽
榎
本
久
美
子（
住
吉
町
）

▽
森
田
直
行（
宮
町
）

【
市
職
員
】

▽
吉
野　

誠（
副
市
長
）

■
業
務
支
援
員（
障
害
者
対
象
）

▽
採
用
日 

10
月
1
日（
木
）

▽
対
象 

次
の
全
て
に
該
当
す
る

方〇
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳

（
愛
の
手
帳
ほ
か
）、ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

〇
通
常
の
勤
務
時
間（
原
則
と
し

て
週
31
時
間
、１
日
７
時
間
45
分
）

に
対
応
で
き
る
方

▽
募
集
人
数 

若
干
名（
試
験
）

▽
職
務
内
容 

一
般
事
務（
軽
作

業
含
む
）

▽
募
集
要
項 

８
月
７
日（
金
）ま

で
、市
役
所
４
階
職
員
課
・
１
階
市

民
相
談
室
、市
政
情
報
セ
ン

タ
ー

で
配
布

／
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▽
申
込
み 

８
月
７
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、申
込
書
、身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
写
し
、小
論
文「
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
心
掛

け
る
こ
と
」（
８
０
０
字
以
内
）を

〒
183
―
8703
政
策
総
務
部
職
員
課
へ

▽
問
合
せ 

職
員
課
人
事
係（
３

３
５
・
４
０
５
１
）

■
市
史
編
さ
ん
専
門
員

▽
採
用
日 

９
月
１
日（
火
）

▽
対
象 

大
学
及
び
大
学
院
で
日

本
中
世
史
の
専
門
課
程
を
専
攻

し
、修
士
以
上
の
学
位
を
も
つ
方

▽
募
集
人
数 

１
人（
試
験
）

▽
職
務
内
容 

市
史
編
さ
ん
に
お

け
る
中
世
史
に
関
す
る
業
務

▽
募
集
要
項 

７
月
31
日（
金
）ま

で
、ふ
る
さ
と
府
中
歴
史
館
３
階

ふ
る
さ
と
文
化
財
課
、市
役
所
１

　

市
で
は
、７
月
３
日
か
ら
九
州

や
中
部
地
方
な
ど
で
発
生
し
た
豪

雨
に
よ
り
、被
害
を
受
け
た
方
々
へ

の
救
済
の
た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
の

義
援
金
を
市
役
所
７
階
地
域
福
祉

推
進
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
赤
十
字
社
で
も
義

援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
６

１
）へ
。

■
日
本
赤
十
字
社
へ
の
義
援
金
の

郵
便
振
込

▽
口
座
名　

日
赤
令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
義
援
金

▽
口
座
番
号　

０
０
１
１
０
・
８
・

５
８
８
１
８
９

▽
対
象 

市
民
、市
内
在
学
の
小
・

中
学
生

▽
内
容 

交
通
事
故
防
止
を
テ
ー

マ
と
し
た
標
語

▽
申
込
み 

10
月
30
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、は
が
き
に
標
語
、住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、職

業（
学
校
名
・
学
年
）、電
話
番
号
を

記
入
し
て
、〒
183
―
8703
生
活
環
境

部
地
域
安
全
対
策
課
へ
／
市
内
在

学
の
小
・
中
学
生
は
各
学
校
へ

▽
表
彰 

令
和
３
年
４
月
開
催
の

交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
で
表
彰

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
経
済
的
な
影
響
を
受
け
た

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、子
育
て
応
援
課

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０
・

08
・
８
１
０
５
）へ
。

ひ
と
り
親
家
庭

支
援
事
業

　

対
象
の
方
に
食
料
品
な
ど
の
カ

タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
７
月
27
日（
月
）

に
発
送
し
ま
す
。

　

同
封
の
申
込
用
は
が
き
、ま
た

は
専
用
サ
イ
ト
で
10
月
31
日（
土
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象 

令
和
２
年
６
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
、ま
た
は
７
月
31
日（
金
）ま
で

に
新
た
に
受
給
す
る
こ
と
と
な
っ

た
方（
全
部
支
給
停
止
の
方
を
除

く
）ひ

と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
を
支
給

　

対
象
の
方
に
８
月
上
旬
ま
で
に

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
、

対
象
の
方
に
７
月
27
日（
月
）に
発

送
し
ま
す
。８
月
７
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、同
封
の
返
信
用
封
筒

お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
発
送
し
ま

す
。詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
基
本
給
付

▽
対
象 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
ひ
と
り
親
の
方

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

②
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
方
で
、平
成
30
年
の

収
入
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

制
限
限
度
額
を
下
回
る
方

③
所
得
が
高
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
方
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
、今

後
１
年
間
の
収
入
が
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回
る

見
込
み
の
方

▽
支
給
額 

１
世
帯
５
万
円（
第

２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円
）

※
申
請
書
が
届
か
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
追
加
給
付

▽
対
象 

①
②
に
該
当
す
る
方

で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
て
収
入
が
減
少
し
た

方▽
支
給
額 

１
世
帯
５
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
政
策
総
務
部（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
）へ　

▽
東

京
都
自
動
車
整
備
振
興
会
む
さ
し

府
中
・
多
摩
支
部　

十
万
円
▽
東

京
武
蔵
府
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

二
十
万
円
▽
齋
藤
佳
秀　

二
万

円
▽
秋
山
裕
之　

十
万
円
▽
匿
名

　

八
九
万
四
千
円

■
教
育
部（
学
校
教
育
事
業
）へ　

▽
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

マ
ー
チ

ン
グ
キ
ー
ボ
ー
ド
２
台

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
井
上

孝
司　

一
万
円
▽
川
口
薬
局　

一

万
七
六
八
〇
円
▽
倉
林
三
郎　

一

万
円
▽
匿
名　

二
万
円

／
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈

※
応
募
作
品
は
１
人
１
点
で
、個

人
で
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品
に

限
り
ま
す
。

※
作
品
の
使
用
権
は
市
に
帰
属
し

ま
す
。

▽
問
合
せ 

地
域
安
全
対
策
課
安

全
係（
３
３
５
・
４
１
４
７
）

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、９月に開催を予定していた敬老の日記念
大会を中止します。
　問合せは、高齢者支援課地域支援係（３３
５・４０１１）へ。

敬老の日記念大会を中止敬老の日記念大会を中止
階
市
民
相
談
室
、市
政
情
報
セ
ン

タ
ー

で

配
布
／
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▽
申
込
み 

７
月
31
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、申
込
書
、卒
業(

修
了)

証
明
書
の
写
し
、小
論
文「
自
治
体

史
に
お
け
る
中
世
の
文
献
史
料
の

活
用
に
つ
い
て
」（
８
０
０
字
以

内
）を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ふ
る
さ

と
文
化
財
課（
〒
183
―
0023
宮
町
３

の
１
）へ

▽
問
合
せ 

ふ
る
さ
と
文
化
財
課

市
史
編
さ
ん
担
当（
３
３
５
・
４
３

７
６
）

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
況
届
を
２
年
間
未
提

出
の
方
は
、資
格
喪
失
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、子
育
て
応
援
課

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０
・

08
・
８
１
０
５
）へ
。



3 I N F O R M A T I O N ～講座・催しなどの情報 令和２年（2020年）７月21日

○各事業の申込み（先着順）で、時間の記載のないものは、
午前８時半から受け付けます

凡例：日日程・日時　場会場・場所　対対象　定定員　費費用　内内容　講講師　出出演　他その他　申申込み　問問合せ

○各事業の申込み（先着順）で、時間の記載のないものは、午前９時から受け付けます

　各種催しなどは、中止する場合があります。また、施設利用の際には、新型
コロナウイルスの感染拡大防止のため、マスクの着用や検温などにご協力
をいただく場合があります。詳細は、ホームページでご確認いただくか、各
担当へお問い合わせください。

講座・催し講座・催し

平和展

▽日時 ８月１日（土）から６日（木）午
前10時～午後５時（４日を除く、６日
は午後３時まで）
▽会場 ルミエール府中
▽費用 無料
▽内容 オリンピック関連資料、戦時
中の実物資料の展示ほか
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 文化生涯学習課生涯学習係
（３３５・４３９４）

発達障害者の家族交流会

▽日時 ８月21日（金）午前10時20分
～11時50分
▽場所 地域生活支援セン

ターふらっと
▽対象 発達障害の診断を受けている
18歳以上の方の家族
▽定員 先着６人
▽費用 無料
▽内容 障害についての理解・日常生
活や就労の困りごとなどの話し合い、
就労支援機関の案内
▽申込み 午前９時半から地域生活支
援セン
ターふらっと（３７０・１７８１）へ

▽問合せ 障害者福祉課生活係（３
３５・４５４５）

歯と口の健康相談
「矯正専門相談」

▽日時 ８月20日（木）午後１時半
～３時
▽会場 保健セン

ター

▽対象 市民
▽定員 先着10人
▽内容 矯正専門医による歯並びや
噛み合わせの相談
▽申込み ７月22日（水）から保健
セン
ターへ
▽問合せ 保健セン

ター成人保健係（３６
８・６５１１）

子育てひろば
「はじめてアート」

▽日時 ８月20日（木）午前10時15
分～午後零時15分・１時45分～３時
45分
▽会場 府中市美術館
▽対象 ０歳児と保護者で、初めて
参加する市民（兄姉の参加不可）
▽定員 各回６組12人（抽せん）
▽費用 １組200円（常設展観覧料）
▽内容 学芸員の解説による常設展
の観覧、親子あそび
▽申込み ８月３日（月）まで（必着）
に、往復はがき（１組１枚）に住所、親
子の氏名（ふりがな）、子どもの生年

月日、電話番号、参加希望時間、返信
用宛名を記入して、地域子育て支援
セン
ター「はぐ」さんぼんぎ（〒183－0055
府中町３の23の１）へ／電子申請
サービス可
▽問合せ 地域子育て支援セン

ター「はぐ」
さんぼんぎ（３６５・６２１２）

おしらせおしらせ
住吉文化センター・
図書館臨時休館

　９月17日（木）から23日（水）は、施
設改修工事のため、住吉文化セン
ター・図書館を臨時休館します。
　問合せは、住吉文化センター（３６
６・８６１１）へ。

文化センター
８月の休館日

○各文化セン
ター　10日（祝）

○中央・武蔵台・住吉・紅葉丘文化セン
ター

　３日（月）
○白糸台・押立・四谷・片町文化セン

ター　
17日（月）
▽問合せ 地域コミュニティ課コ
ミュニティ推進係（３３５・４１３
７）

体育館
８月の休館日

○郷土の森総合体育館　電気設備改
修のため全日休館
○押立・栄町・四谷体育館　14日
（金）・19日（水）・20日（木）・24日（月）
○白糸台・本宿体育館　５日（水）・
17日（月）・18日（火）・27日（木）
▽問合せ 郷土の森総合体育館（３
６３・８１１１）、各地域体育館はス
ポーツ振興課施設係（３３５・４４８
８）

納期限のお知らせ

▽種別 固定資産税・都市計画税第２
期分、国民健康保険税第１期分、介護保
険料第１期分、後期高齢者医療保険料
第１期分
▽納期限及び口座振替日　７月31日
（金）
▽問合せ 納税課納税推進係（３３５・
４４４９）、介護保険課資格保険料係
（３３５・４０２１）、保険年金課後期高
齢者医療係（３３５・４０３３）

審議会・協議会審議会・協議会などなど
■子ども・子育て審議会
　７月28日（火）午後２時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先着
10人）は前日までに、子育て応援課へ
／問合せは同課推進係（３３５・４１９
２）へ
■防災会議地震部会
　７月30日（木）午後２時　中央防災
セン
ター／傍聴希望の方（先着５人）は前日ま
でに、防災危機管理課へ／問合せは同
課災害対策係（３３５・４０９８）へ
■男女共同参画推進協議会
　７月31日（金）午前10時　男女共同
参画セン

ター「フチュール」／傍聴希望の方
（先着５人）は前日までに、同セン

ターへ／問
合せは同セン

ター（３５１・４６００）へ
■障害者等地域自立支援協議会
　７月31日（金）午前10時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方は前日
までに、障害者福祉課へ／問合せは同
課生活係（３３５・４５４５）へ
■総合教育会議
　７月31日（金）午後２時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方は前日
までに、政策課へ／問合せは同課（３３
５・４０１０）へ

　３６８・７９２１
入場料　３００円（中学生以下１５０円）

■森のお話会～紙芝居
　日７月25日（土）午後２時45分場旧
郵便取扱所脇対５歳以上の方内「うみ
べのおともだち」「ピカリゴロゴロ」他
語りは十べえお話の会
■ゴムスタンプを彫ろう
　日８月２日（日）午後１時～３時場ふ
るさと体験館定先着10人費300円他小
学４年生以下は保護者同伴申電話で当
館へ

◇　　　◇　　　◇
郷土の森博物館８月の休館日

　３日・17日・24日・31日（月）

　３３５・６２１１

■オンライン講座「将棋パズルで駒の
動きをおぼえよ
う！」
　日８月１日（土）
午前10時、午後２
時対将棋初心者
で、５歳～小学生
と保護者費無料

内インターネットでのライブ配信申
７月29日（水）までに、いつつ子ども
将棋教室（310・9151）へ／同教室
ホームページから申込み可

◇　　　◇　　　◇
府中の森芸術劇場８月の休館日
　27日（木）

・市民会館　３６１・４１１１
・中央図書館　３６２・８６４７
■夏のおたのしみおはなし会
　日８月６日（木）午後３時半～４時
15分場中央図書館対３歳～小学生
定先着15人内絵本や昔話の読み聞
かせ、手遊び、手作りのプログラムの
配布ほか申問７月22日（水）から同
館へ
■夏休み朗読会「朗読だから面白
い！真夏の怪談話」
　日８月15日（土）午後２時半～４
時場講習会議室対小学３年生以上
の方定先着20人費無料内古典から
現代の怪談話の朗読出こうばこの
会申問７月22日（水）から中央図書
館へ

◇　　　◇　　　◇
ルミエール府中８月の休館日

　４日（火）・17日（月）・18日（火）

　３６０・１３１２／ FAX３６８・６１２７

心身障害者福祉セン
ター「きずな」

■当事者相談
　日①８月１日（土）・②20日（木）午
後１時～５時対①肢体・②視覚障害
のある方と家族ほか費無料申当セン

ター

へ
■装具・福祉機器・住宅改善相談
　日①８月１日（土）午前９時～正
午・②20日（木）午後１時～４時費無
料内理学療法士・作業療法士による
相談申①７月27日（月）、②８月13日
（木）までに当セン

ターへ

　３３０・２０１０

介護予防推進セン
ター「いきいきプラザ」

■介護予防講座「自分へのごほうび
♪しっとりハンドケアとマニキュ
ア」
　日７月28日（火）・31日（金）午前
10時～11時対65歳以上の市民定各
回先着３人費500円内パラフィン
パックとマニキュア申７月22日
（水）から当セン

ターへ

・社会福祉協議会 ３６４・５３８２
・シルバー人材セン

ター ３６６・２３２２

〒183－0055 　府中町 1 の30

■①中央ささえあいの会、②住吉・分
梅・南町ささえあい協議会（地区社

協）
　日①８月１日（土）午後２時～４時・
②４日（火）午後１時半～３時半場①ふ
れあい会館、②住吉文化セン

ター内①中央・②
住吉文化セン

ターエリアで、住民同士が支え
あう主旨のもと、地域の課題を共有し
て解決するための協議会定例会申問社
会福祉協議会へ
■シルバー人材セン

ター入会希望者説明会
　日８月４日（火）午前９時半～正午場
３階会議室対60歳以上の市民で、短期
的・補助的な仕事を探している方申問
同セン
ターへ

◇　　　◇　　　◇
ふれあい会館８月の休館日

　毎週日曜日、10日（祝）問当館（334・
3011）へ

生涯学習セン
ター８月の休館日

　３日（月）／当セン
ター図書館は19日（水）・

20日（木）も休館問当セン
ター（336・5700）、

当セン
ター図書館（336・5702）へ

府中市美術館８月の休館日
　３日（月）・11日（火）・17日・24日・31
日（月）問当館（336・3371）へ

男女共同参画セン
ター「フチュール」８月の休館日

　12日（水）から14日（金）問当セン
ター（351・

4600）へ

ふるさと府中歴史館８月の休館日
　３日（月）・11日（火）・17日・24日・31
日（月）問同館（335・4393）へ



4予防と相談令和２年（2020年）７月21日

○会場の記載のないものは、保健センターで行い
ます
○予防と相談は無料です
○各事業の申込みは、それぞれの申込み日の午前
８時半から受け付けます／申込みの記載のないも
のは、当日直接会場へ／通マークは、対象の方に通
知を送付済み（通知が届かない方はご連絡くださ
い）
○このコーナーは、毎月21日号に掲載します

各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業

　各種催しなどは、新型コロナウイルスの感染
拡大防止のため、中止する場合があります。詳細
は、ホームページでご確認いただくか、各担当へ
お問い合わせください。

８月の予防と相談

凡例：日日程・日時　場会場・場所　対対象
　　  定定員　費費用　内内容　講講師　出出演
　　  他その他　申申込み　問問合せ

東京2020オリンピック・パラリンピック特集

世界　府中　東京1964大会②

▲ 第２区を走る聖火ランナー

▲ 

当
時
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム

適正なリサイクルにご協力を適正なリサイクルにご協力を

　各種催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、中止する
場合があります。詳細は、各問合せ先へお問い合わせください。

○掲載内容は、当事者間で責任をお持ちください
○はがきなどでの申込みは、住所・氏名・電話番号などを記入してください

■「親子でアグリ」農業体験参加者を
募集　日①９月５日、10月10日、11
月28日（土）・②９月12日、10月10
日、12月５日（土）午前中（各全３回）

場①JAマインズ西府支店（分梅町３
の65）・②多磨支店（白糸台１の11）
対市民で、幼児及び児童と保護者定
①10組・②15組（抽せん）費１人110
円内大根などの栽培・収穫申問①８
月21日（金）までに、同西府支店
（360・8911）・②14日（金）までに、同

多磨支店（336・1541）へ
■モンテッソーリ教具を使った未就
園児お遊び会　日８月１日・８日
（土）午前10時半～11時半場北山幼
稚園（西原町３の３）対２歳以上の未
就園児と保護者定各日先着15人費
無料申当日午前10時から直接会場
へ問同園（042・573・0248）へ

■府中交通少年団員募集　対小学
生内月２回程度の各種交通安全イ

ベントへの参加、キャンペーン、広
報活動ほか他制服の貸与あり申問
府中警察署交通課交通総務係
（360･0110）へ
■国民年金保険料６月分の納期限及
び口座振替日　日７月31日（金）場
納付場所は郵便局、金融機関、または
コンビニエン
スストア問府
中年金事務所
（361・1011）へ

◆設置店舗◆
店　　舗　　名 所在地

い な げ や 府 中 浅 間 町 店 浅間町３の２
い な げ や 府 中 美 好 店 美好町３の13
京 王 ス ト ア 栄 町 店 栄　町１の20
さ え き 是 政 食 品 館 是　政４の１
さ く ら 市 場 館 宮　町１の41
サ ミ ッ ト ス ト ア 府 中 西 原 店 西原町１の３
サ ミ ッ ト ス ト ア 府 中 若 松 店 若松町２の13
サ ミ ッ ト ス ト ア ミ ナ ノ 分 倍 河 原 店 片　町３の22
ラ イ フ 府 中 中 河 原 店 住吉町１の84
ラ イ フ 東 府 中 店 若松町２の１
オ ー ケ ー 西 府 店 本宿町１の45

※回収機の利用時間は、店舗によって異なります。

　郷土の森観光物産館では、安全で新鮮な府
中産の農産物を取り扱っています。府中の恵
みを食べて地産地消を推進しませんか。
　問合せは、観光プロモーション課事業推進
係（３３５・４０９５）へ。

■府中産野菜のワンコインセール
▽日時 ７月25日（土）・26日（日）午前10時
▽価格 100円
※商品がなくなり次第、販売を終了します。
■都立農業高等学校野菜・果物販売
▽日時 ７月25日（土）午後１時半～３時
※商品がなくなり次第、販売を終了します。
■TOKYO府中アイスの特別価格販売
▽日時 ７月25日（土）・26日（日）午前10時
～午後６時
▽価格 250円（通常価格300円）

郷土の森観光物産館郷土の森観光物産館
サマーフェスタサマーフェスタ

申問子ども家庭支援課母子保健係（368・5333）へ

■はじめてのパパママ学級（母親向け）／Ｆ　申受
付中（予約制）
　日８月７日（金）午後１時半～３時15分対受講時

妊娠16～27週の初産の妊婦（週数を超えていても
参加可）内妊娠中の生活、妊娠中の歯の健康、妊娠
中からの授乳期の栄養
■はじめてのパパママ学級（両親向け）／Ｆ　申受
付中（予約制）
　日８月８日（土）午前９時半～11時50分対受講時
妊娠28～36週の初産の妊婦と配偶者内お産の経
過、赤ちゃんとの生活ほか
■助産師相談　
　日①８月３日・17日・24日（月）午後１時５分～２
時５分、②８月５日（水）午後１時半～４時定①各
日３人、②10人内助産師による妊娠・出産・母乳育
児・乳房の相談（相談は電話予約）
■子育て相談室
　日受付は月曜から金曜日　午前８時半～午後５
時内保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士による電
話・面接相談（面接相談は原則として電話予約）
■離乳食教室ステップ１／Ｆ　申７月22日（水）から
　日８月28日（金）午前10時～10時40分、午後１時
～１時40分・２時半～３時10分対令和２年２～４
月生まれで第１子の保護者定各10人内離乳食の開
始について、講話
■離乳食教室ステップ２／Ｆ　申７月22日（水）から
　日８月26日（水）午前10時～10時40分、午後１時
～１時40分・２時半～３時10分対令和元年12月～
令和２年２月生まれで第１子の保護者定各10人内
１回食から２回食への移行について、講話
■離乳食教室ステップ３／Ｆ　申７月22日（水）から
　日８月21日（金）午前10時半～11時10分、午後１
時半～２時10分対令和元年９～12月生まれで第１
子の保護者定各10人内２回食から３回食への移行

　1964年の市内の聖火リレーは、開
会式の２日前、10月８日の午後４時
頃に行われました。当時の報道によ
ると、雨の中、４万５千人もの市民が
沿道で聖火を出迎えました。
　小金井市から聖火を引き継ぎ、小金
井街道（現浅間町交差点付近）から甲
州街道を通り、調布市内のマラソン折
返点（現味の素スタジアム前）まで走
行し、調布市へ聖火をつなぎました。
　原則、１区間約200メートルの距離
を１人のランナーが走行する現在の
形式とは異なり、当時は市内約6.4キ
ロメートルのコースを３区間に分け
て、１区間につき、聖火リレートーチ
を持つ「正走者」１人、予備トーチを

持つ「副走者」２人、小旗を持つ「随走
者」20人が走りました。
　市内のランナーは、市内中学校から
推薦された中学生30人、一般公募に
よる16～20歳までの市民39人が務
め、資格条件には「晴雨にかかわらず
約２キロメートルを時速15キロメー
トルで走破できる者」と盛り込まれる
など、「走る」ことを重視した聖火リ
レーでした。
　郷土の森博物館では、当時の聖火
リレートーチや市内の写真、資料な
どを９月６日（日）まで展示していま
すので、ぜひ、お越しください。

について、講話
■離乳食教室ステップ４／Ｆ　申７月22日（水）から
　日８月５日（水）午前10時半～11時10分、午後１
時半～２時10分対平成31年２月～令和元年９月生
まれで第１子の保護者定各10人内離乳食から幼児
食への移行について、講話

　市では、市内のスーパーマーケッ
トとの協働で、ペットボトルの自動
回収機を設置しています。
　回収機にペットボトルを投入する
と、１本につき２ポイントが自動回
収機専用ＩＣカード、または交通系
ＩＣカードにたまり、500ポイントた
まると50円相当のお買い物券などと
交換できます。自動回収機専用ＩＣ
カードは、設置店舗で無料で発行し

ます。また、交通系ＩＣカードを利
用する場合は、設置店舗で回収機
の利用登録が必要です。
　なお、８月１日（土）から31日（月）
は、ペットボトルの回収を推進する
ため、ポイントが通常の２倍の４ポ
イントになります。ぜひ、ご利用く
ださい。
　問合せは、ごみ減量推進課３Ｒ
推進係（３３５・４４３７）へ。

ペットボトル自動回収機ペットボトル自動回収機
をご利用くださいをご利用ください


